
本
阿
弥
光
由
は
定
帥
（
註
。
日
定
上
人
は
光
由
山
開
山
で
、
本
山
・
小
室
山
妙
法
寺
廿
世
）
資
縁
の
棚
那
た
る
に
依
っ
て
、
菩
提
の

為
、
光
由
山
・
本
浄
寺
と
名
づ
く
。
定
師
は
慶
安
年
中
、
当
院
江
御
退
院

然
る
に
明
治
三
十
六
年
二
月
二
十
三
日
付
の
光
由
山
記
録
に
よ
る
と
八
寺
号
生
起
Ｖ
に
つ
い
て
は
前
文
と
異
な
る
こ
と
が
誌
し
て
あ
る
。

開
山
、
喜
見
院
日
定
上
人
、
寺
号
を
命
す
る
に
凡
そ
人
の
本
有
清
浄
心
の
帰
す
る
処
、
寺
に
あ
り
。
今
、
村
民
、
其
本
有
清
浄
心
よ

り
建
立
せ
る
寺
な
る
か
故
に
本
浄
と
言
ひ
、
已
後
、
広
く
妙
法
の
光
由
を
宣
説
し
国
家
安
穏
を
祈
る
の
道
場
な
れ
は
光
由
山
本
浄
寺

右
記
載
は
本
浄
寺
の
「
由
緒
井
財
産
調
書
」
と
し
て
役
所
へ
提
出
し
た
公
文
書
の
「
控
」
で
あ
る
。

こ
の
本
浄
寺
の
八
寺
号
生
起
Ｖ
は
前
文
が
正
し
く
、
後
文
は
明
治
時
代
に
コ
ジ
ッ
ヶ
て
つ
く
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
ろ
の
住

職
時
代
は
新
出
の
古
過
去
帳
が
埋
没
し
た
ま
ま
だ
っ
た
の
で
こ
の
よ
う
な
作
文
を
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

昭
和
五
十
二
年
、

記
戦
し
て
あ
っ
た
。

と
名
け
り
。

本
阿
弥
光
悦
・
光
由
の
周
辺

自
坊
、
光
由
山
・
本
浄
寺
（
山
梨
県
南
巨
摩
郡
増
穂
町
字
般
勝
寺
）
で
古
い
過
去
帳
が
象
つ
か
っ
た
。
左
の
よ
う
に

Ｈ
日
定
上
人
と
光
由

池
原
錬
昌
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で
は
、
前
文
に
登
場
し
て
く
る
本
阿
弥
光
由
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
か
？
ま
た
、
日
定
上
人
と
は
如
何
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
？

蚊
に
、
光
由
の
追
跡
は
あ
と
ま
わ
し
と
し
て
、
ま
ず
、
日
定
上
人
に
つ
い
て
資
料
に
承
る
か
ぎ
り
の
あ
ら
ま
し
を
記
し
て
お
こ
う
。

日
定
に
つ
い
て
本
浄
寺
由
緒
が
き
に
述
べ
て
あ
る
個
所
を
示
す
と
、

吾
が
開
山
、
謀
は
日
定
、
喜
見
院
と
言
ふ
。
俗
姓
を
畝
く
。
師
は
小
西
植
林
の
講
主
に
し
て
学
徳
兼
備
の
人
な
り
。
寛
文
中
、
本
山

（
小
室
山
）
十
九
世
日
桂
上
人
は
小
室
檀
林
、
宝
聚
院
の
廃
学
を
興
隆
せ
ん
と
欲
し
て
師
に
譲
る
に
本
山
の
職
を
以
て
す
。
乃
ち
日

桂
の
後
を
襲
ひ
廿
祖
の
法
嗣
と
な
り
而
し
て
山
内
、
唯
定
坊
を
檀
林
と
し
て
以
て
自
ら
講
主
と
な
る
。
学
徒
笈
を
負
ひ
来
て
学
事
大

に
振
ふ
。
因
っ
て
後
人
、
師
を
仰
ひ
て
檀
林
中
興
の
祖
と
す
。
正
保
の
末
年
、
偶
々
微
惹
を
感
し
、
職
を
日
廷
（
後
、
京
、
本
国
寺

に
累
進
。
池
原
註
）
に
譲
っ
て
此
地
に
遊
ふ
。
然
る
に
当
地
の
里
人
、
師
の
遊
化
を
幸
ひ
一
寺
を
創
立
し
て
永
く
教
化
を
乞
は
ん
と

す
。
‐
之
を
師
に
策
る
。
師
、
里
人
の
乞
を
容
れ
慶
安
元
戊
子
年
正
月
、
当
山
を
開
き
之
に
閑
居
す
。
其
後
、
寛
文
八
戊
申
年
、
本
山

に
帰
り
同
年
正
月
十
四
日
入
寂
す
。
（
是
れ
口
碑
に
因
っ
て
誌
す
）

右
記
録
は
八
口
碑
に
因
っ
て
誌
す
Ｖ
と
あ
る
か
ら
信
魑
性
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
日
定
に
つ
い
て
の
資
料
は
、
ち
か
ご
ろ
（
昭

和
五
十
三
年
）
発
堀
し
た
日
要
上
人
（
身
延
山
廿
四
世
）
が
日
定
に
与
え
た
一
遍
首
題
で
あ
る
。
（
本
浄
寺
檀
徒
、
深
沢
恒
雄
氏
収
蔵
）

こ
の
首
題
に
は
左
の
割
が
き
が
添
え
て
あ
る
。

元
和
六
年
三
月
一
日
八
授
与
之
学
悦
日
定
Ｖ

顕
是
院
日
要
上
人
は
心
性
院
日
遠
上
人
の
高
弟
で
小
室
山
十
一
世
を
歴
任
後
、
身
延
廿
四
世
の
法
灯
を
継
い
で
い
る
。
小
室
山
か
ら
身

延
へ
歴
世
し
た
の
は
日
要
だ
け
で
あ
る
。
日
遠
の
弟
子
だ
か
ら
身
延
へ
歴
世
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
に
か
く
、
八
授
与
之
学
悦

日
定
Ｖ
と
あ
る
か
ら
日
定
は
日
要
の
弟
子
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
檀
林
を
通
し
て
の
学
弟
子
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
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と
に
か
く
、
日
要
も
日
定
も
小
室
山
歴
世
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
且
、
こ
の
一
遍
首
題
が
示
す
師
弟
関
係
か
ら
推
し
て
両
上
人
の
関
係
は

深
い
絆
で
む
す
ぼ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
お
、
鷹
峰
檀
林
初
代
の
化
主
は
日
乾
で
第
二
代
化
主
は
日
要
の
法
弟
、
智
見
院
日

暹
（
富
楼
那
日
暹
）
で
あ
る
。
こ
の
か
か
わ
り
か
ら
推
し
て
も
日
定
は
鷹
峰
と
も
関
係
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

日
定
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
以
上
に
止
め
、
次
に
本
阿
弥
光
由
を
追
跡
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
光
由
は
本
阿
弥
光
悦
と
か
か
わ
り
あ
る
人
物
と
推
定
、
調
査
の
歩
を
進
め
た
。
京
都
の
光
悦
寺
に
依
頼
、
本
阿
弥
家
の
家
譜
図

を
送
っ
て
も
ら
っ
た
Ｃ
そ
れ
に
よ
る
と
光
由
の
系
図
上
の
位
置
は
左
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

分
家
ｌ
光
二
ｌ
光
悦
ｌ
光
瑳
ｌ
光
甫

本
家
ｌ
光
刹
ｌ
光
徳
ｌ
光
室
ｌ
光
温

光
的

・
光
由

光
龍

光
山

こ
の
系
図
に
は
傍
註
が
左
の
よ
う
に
誌
し
て
あ
る
。

本
系
図
は
本
阿
弥
十
二
家
系
図
、
京
都
、
本
法
寺
所
蔵
本
阿
弥
家
系
、
片
岡
氏
蔵
、
本
阿
弥
系
図
、
東
京
谷
中
、
妙
法
寺
蔵
、
本
阿

弥
系
図
、
光
悦
寺
過
去
帳
等
を
参
考
と
し
て
作
成
し
た
る
も
の
な
り
。
錯
誤
な
き
を
保
し
難
し
。
考
究
を
要
す
。

こ
の
註
に
よ
れ
ば
、
東
京
谷
中
、
妙
法
寺
と
本
阿
弥
家
の
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
あ
ら
か
じ
め
妙
法
寺
と
連
絡
、
あ
る
日
、

該
寺
を
訪
れ
、
本
阿
弥
家
の
墓
域
を
調
査
し
た
。
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こ
の
折
、
私
は
妙
法
寺
で
本
阿
弥
家
の
住
所
（
東
村
山
市
野
口
町
２
１
躯
ｌ
犯
）
を
教
え
て
も
ら
い
、
光
悦
直
系
十
四
代
の
末
畜
、
本

阿
弥
孝
則
氏
を
訪
れ
、
そ
の
知
遇
を
得
た
。
同
氏
収
蔵
の
家
系
図
に
よ
る
と
、
光
由
は
本
家
、
光
室
の
養
子
で
は
あ
る
が
、
実
は
光
悦
の

養
嗣
子
、
光
瑳
（
光
悦
の
父
、
光
二
の
実
家
、
片
岡
家
か
ら
養
子
と
な
る
）
の
次
男
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
の
部
分
を
示
す
と
、

ｌ
長
男
１
光
甫
（
空
中
斉
光
甫
）

◎
◎

ｌ
次
男
ｌ
光
由
（
本
浄
院
光
由
日
得
）

光
瑳
１
１
長
女
Ｉ
妙
甫
（
光
有
の
室
、
日
珠
）

右
系
図
か
ら
「
光
由
」
は
光
悦
の
孫
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
阿
弥
孝
則
氏
編
述
『
光
悦
翁
附
録
年
譜
』
に
よ
る
と
、
本
家
の
光
室
（
光
由
の
養
父
）
は
江
戸
幕
府
出
仕
中
、
急
病
で
残
し
て
い
る
。

こ
の
折
、
光
悦
は
江
戸
に
下
向
、
光
室
残
後
の
あ
と
仕
末
を
し
て
い
る
。
光
悦
の
孫
、
光
由
は
光
室
の
養
子
だ
か
ら
こ
の
と
き
以
来
、
あ

る
い
は
も
っ
と
ま
え
、
江
戸
の
本
阿
弥
家
を
代
表
し
て
谷
中
に
住
居
し
て
い
た
、
と
推
定
し
た
い
。
谷
中
、
妙
法
寺
の
過
去
帳
は
関
東
大

震
災
の
折
、
焼
失
し
た
ら
し
く
、
こ
の
面
で
の
光
由
追
跡
が
不
能
の
こ
と
は
残
念
で
な
ら
な
い
。

さ
て
、
妙
法
寺
、
本
阿
弥
家
墓
地
に
は
光
悦
と
光
瑳
、
光
由
、
そ
れ
に
光
瑳
夫
人
、
光
由
夫
人
の
五
霊
の
法
号
が
ハ
ッ
キ
リ
刻
ん
で
あ

る
大
き
な
墓
碑
が
あ
っ
た
。
そ
の
墓
は
元
禄
ご
ろ
特
有
の
、
舟
型
で
左
の
よ
う
に
き
ざ
ん
で
あ
っ
た
。

本
浄
院
光
由
日
得
元
禄
二
年
已
已
五
月
三
日

清
心
院
光
瑳
日
喜
寛
永
十
四
年
丁
丑
十
月
五
日

ｌ
三
男
１
日
靖
（
片
岡
家
へ
入
婿
）

’
四
男
ｌ
日
允
（
本
法
寺
、
中
山
、
法
華
経
寺
歴
世
、
妙
覚
寺
歴
世
）
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妙
法
了
寂
院
光
悦
日
予
寛
永
十
四
年
丁
丑
二
月
三
日

善
澄
院
妙
山
日
欣
承
応
三
年
甲
午
十
月
十
二
日

成
等
院
妙
淑
日
覚
寛
永
十
六
年
已
卯
正
月
十
一
日

こ
の
碑
に
き
ざ
ん
で
あ
る
「
本
浄
院
光
由
日
得
」
の
法
号
と
本
浄
寺
新
出
過
去
帳
に
記
戦
し
て
あ
る
光
由
法
号
と
喪
年
は
全
く
一
致
、

こ
こ
に
光
由
の
正
体
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
ま
ま
で
、
光
由
の
事
跡
が
よ
く
判
ら
な
か
っ
た
事
由
は
、
光
由
が
寛
永
初
年
、
あ

る
い
は
元
和
中
に
既
に
江
戸
在
住
を
さ
せ
ら
れ
、
京
都
本
家
や
光
悦
ら
と
は
な
れ
た
生
活
を
し
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
は
さ
て
、
こ
の
墓
は
光
由
の
、
江
戸
在
住
を
証
す
有
力
な
手
が
か
り
と
、
私
は
思
う
。
ま
た
、
こ
の
墓
は
光
由
の
嫡
子
、
光
知
が

た
て
た
と
す
る
こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
光
由
の
祖
父
、
光
悦
、
父
、
光
瑳
の
法
号
は
き
ざ
ま
れ
て
い
る
が
、
長
兄
、
光
甫
（
空

中
斉
）
の
法
号
は
み
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
光
由
家
の
墓
だ
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
墓
が
本
阿
弥
家
一
族
の
墓
碑
群
の
な
か

で
ひ
と
き
は
め
だ
っ
て
大
き
く
立
派
な
の
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
光
由
は
本
阿
弥
一
族
が
江
戸
移
住
ま
え
の
さ
き
が
け
と
し
て
江
戸
の

拠
点
を
承
り
、
そ
の
代
表
役
を
勤
め
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
阿
弥
家
が
あ
く
ま
で
京
都
を
本
拠
と
し
よ
う
と
し
た
意
図
は
、
光
悦
の
強
い
願
望
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
と
い
っ
て
、
徳
川
の
本
拠
、

江
戸
も
な
い
が
し
ろ
に
は
で
き
な
い
。
こ
の
の
っ
ぴ
き
な
ら
ぬ
事
情
か
ら
、
光
由
は
江
戸
派
遺
の
代
表
者
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
光

由
が
本
家
の
養
子
に
な
っ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
は
定
か
で
な
い
が
、
本
家
の
人
と
し
て
江
戸
に
乗
り
こ
ん
だ
方
が
よ
る
ず
お
ぼ
え
よ
い
た

め
、
そ
の
よ
う
な
格
付
を
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
℃
い
っ
て
承
れ
ば
光
由
は
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
的
役
割
を
は
た
し
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
立
正
大
講
師
、
望
月
良
晃
上
人
の
研
究
『
京
都
町
衆
の
法
華
信
仰
』
（
本
阿
弥
光
悦
を
中
心
と
し
て
）
論
文
中
、

左
の
個
所
は
注
目
に
値
す
る
。
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い
ま
ま
で
、
光
由
の
名
が
家
系
図
中
に
わ
ず
か
に
染
ら
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
他
の
記
録
に
承
あ
た
ら
な
い
の
は
、
そ
の
本
流
か
ら
離
れ

住
ん
だ
た
め
と
、
江
戸
の
重
な
る
火
事
、
そ
れ
に
関
東
大
震
災
、
戦
災
が
追
い
打
と
な
り
関
係
資
料
が
散
逸
し
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
。
私
は
京
都
町
衆
の
研
究
で
高
名
な
藤
井
学
教
授
に
光
由
に
つ
い
て
執
勧
な
ほ
ど
教
え
を
乞
う
た
が
、
判
ら
ず
じ
ま
い
に
終
っ
た
。
京

都
方
面
の
諸
資
料
に
「
光
由
」
の
名
が
で
て
こ
な
い
の
は
、
先
述
の
よ
う
に
光
由
は
若
年
の
こ
ろ
、
既
に
江
戸
在
住
だ
っ
た
か
ら
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
谷
中
、
妙
法
寺
の
墓
碑
や
、
‐
拙
寺
の
過
去
帳
は
い
く
ら
か
の
傍
証
資
料
と
な
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
ま
た
先
述
の
日
定
と
光
由
が
特
別
な
間
柄
だ
っ
た
こ
と
も
関
東
在
住
を
印
象
づ
け
る
事
由
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

次
に
光
由
の
子
孫
の
住
居
は
谷
中
三
枚
ぱ
し
よ
こ
ち
よ
う
だ
っ
た
こ
と
が
ち
か
ご
ろ
判
っ
た
。
だ
か
ら
光
由
も
谷
中
三
枚
ぱ
し
よ
こ
ち

よ
う
周
辺
に
住
居
が
あ
っ
た
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
嘉
永
七
年
刊
行
の
『
大
成
武
鑑
』
（
鎌
倉
・
本
阿
弥
宗
景
氏
収
蔵
）
に

な
い
か
１
１
‐
。

「
光
悦
は
、
一
族
の
江
戸
移
住
を
禁
止
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

八
当
時
、
関
東
憐
感
、
わ
れ
わ
れ
が
親
類
共
、
残
ら
ず
蒙
り
奉
る
と
い
へ
ど
も
、
い
つ
ま
で
も
王
城
に
住
居
し
て
、
御
用
向
の
節
は
出

府
仕
る
べ
く
、
決
し
て
江
戸
御
表
へ
引
越
の
儀
、
ゆ
め
ゆ
め
有
べ
か
ら
ず
。
足
利
御
代
よ
り
禁
裏
様
の
御
劔
を
清
め
、
総
て
御
用
を
勤

め
来
り
候
事
や
な
に
程
か
難
有
こ
と
に
も
候
・
関
東
の
憐
感
は
海
山
よ
り
も
深
し
と
い
へ
ど
も
、
権
現
様
当
代
に
て
漸
く
二
代
な
り
。

ゆ
め
ゆ
め
禁
裏
の
御
用
を
粗
末
に
思
ふ
く
か
ら
ず
。
日
本
国
中
は
神
の
御
末
に
て
柔
な
ふ
な
禁
裏
様
の
物
也
（
本
阿
弥
行
状
記
）
Ｖ

禁
裏
様
の
お
ら
れ
る
王
城
に
住
居
し
て
、
御
用
を
勤
め
ら
れ
よ
う
と
す
る
、
京
都
町
衆
が
自
己
の
職
業
に
つ
い
て
も
っ
て
い
た
「
家

職
」
へ
の
自
負
の
念
と
、
あ
く
ま
で
政
治
的
な
舞
台
を
離
れ
て
、
芸
術
制
作
の
場
を
擁
護
せ
ん
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
」

く
ど
い
よ
う
だ
が
、
本
阿
弥
一
族
の
こ
の
よ
う
な
自
負
と
見
識
を
貫
く
た
め
に
こ
そ
、
光
由
が
代
表
し
て
江
戸
在
住
を
承
っ
た
の
で
は

(2画）



御
状
拝
見
仕
候
然
〈
吉
則
（
粟
田
口
）
之
脇
指
見
せ
二
被
下
候
正
真
と
相
見
へ
申
侯
。
金
壱
枚
五
両
程
可
仕
と
存
候
。
其
御
心
得
可

被
成
候
段
以
貴
面
可
申
上
候
。
恐
憧
謹
言

霜
月
十
二
日

光
由
花
押

私
は
本
浄
寺
に
と
っ
て
こ
の
筆
蹟
は
か
け
が
え
な
い
資
料
な
の
で
入
手
し
た
い
と
希
っ
た
。
さ
っ
そ
く
国
立
博
物
館
美
術
課
長
で
あ

り
、
こ
の
『
大
鑑
』
を
監
修
さ
れ
た
小
松
茂
美
氏
に
そ
の
所
在
を
問
い
た
だ
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
資
料
は
十
数
年
ま
え
あ
る
骨
董
屋

が
博
物
館
に
持
参
し
た
折
、
撮
影
し
て
お
い
た
も
の
で
今
回
紹
介
し
た
と
の
こ
と
。
骨
董
屋
が
如
何
な
る
人
物
で
、
ど
こ
に
い
る
か
不
明

記
載
し
て
あ
る
。
そ
の
個
所
を
示
す
と
、

兼
次
郎
（
光
由
系
九
代
目
）

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

下
谷
三
枚
ぱ
し
よ
こ
ち
ょ
う

な
お
、
光
由
系
子
孫
は
島
津
藩
（
江
戸
屋
敷
）
に
仕
え
た
よ
う
で
そ
の
家
系
を
示
す
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

光
由
ｌ
光
知
ｌ
光
安
ｌ
光
寿
ｌ
栄
太
郎
’
十
郎
兵
衛
’
十
郎
兵
衛
ｌ
忠
信
Ｉ
兼
次
郎
ｌ
経
三
郎
急
恋

次
に
、
本
年
（
昭
和
五
十
四
年
）
講
談
社
刊
行
の
『
日
本
古
書
蹟
大
鑑
』
（
小
松
茂
美
監
修
）
に
光
由
の
刀
劔
鑑
定
に
か
か
わ
る
筆
蹟

が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
本
浄
寺
護
持
会
長
、
樋
口
幸
之
氏
が
私
に
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
光
由
筆
蹟
の
出
現
を
待
望
し
て
い
た
私
は
注
目
し

た
。
左
の
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
の
項
の
ま
と
め
と
し
て
日
定
上
人
と
光
由
の
か
か
わ
り
を
図
に
あ
ら
わ
す
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

百
俵
十
五
人
プ
チ
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光
由
山
本
浄
寺
開
山
日
定
上
人
と
本
阿
弥
光
由
と
の
関
係
図
示

祖
父

本
阿
弥
光
悦

身
延
山
二
十
二

心
性
院
日
遠

大
野
山
開
山

日
遠
ト
光
悦
ハ
親
交
深
シ
・

寛
永
三
筆
ノ
ー

身
延
山
、
大
野
山
、
池
上
、

法
華
経
寺
、
本
法
寺
等
二
寺

額
そ
の
他
寄
進
。
寛
永
十
四

年
二
月
三
日
残
八
十
才
。

家
康
ノ
側
室
、
養
珠
夫
人
ノ

熱
烈
ナ
信
依
ヲ
受
ク

寛
永
十
九
年
三
月
五
日
化

七
十
一
才
。

’’
光父
瑳

兄弟子弟弟子

身
延
山
二
十
四
世

顕
是
院
日
要
小
室
山
ヨ

リ
身
延
山
、
瑞
世

元
和
九
年
七
月
五
日
化
。

四
十
八
才
化
。

身
延
山
二
十
六
世

智
見
院
日
暹

慶
安
元
年
五
月
二
十
九
日

化
。
六
十
三
才
化
。

鷹
峰
檀
林
ノ
創
始
者
文

献
ヨ
リ
推
定
ス
ル
ニ
刀

劔
鑑
定
ハ
光
悦
ヨ
リ
秀

シ
モ
ノ
ノ
如
シ

寛
永
十
四
年
十
月
五
日

|兄弟子’(光由ﾉ弟) |弟子 次弟

「
本
阿
弥
行
状
記
」
著
者

空
中
斉
光
甫
（
陶
器
名
手
）

天
和
二
年
七
月
二
十
四
日
喪
。

八
十
二
才

小
室
山
二
十
世
日
要
ノ
弟
子

力
？
、

本
浄
寺
開
山
喜
見
院
日
定

寛
文
八
年
一
月
十
四
日
化
。

光
由
（
本
浄
寺
開
基
檀
那
）

元
禄
二
年
五
月
三
日
残

日
逼
ノ
弟
子
ナ
リ
。

本
通
院
日
允

中
山
法
華
経
寺
、
京
、
本
法
寺

妙
覚
寺
歴
世

元
禄
五
年
十
一
月
十
六
日
化
。

七
十
四
才 四

一
弟
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現
在
、
身
延
山
に
は
光
悦
筆
〃
月
づ
く
し
″
の
新
古
今
集
を
貼
っ
た
屏
風
二
双
が
収
蔵
し
て
あ
る
。
ま
た
、
身
延
に
近
い
大
野
山
本
遠

寺
に
も
光
悦
筆
の
八
本
遠
寺
Ｖ
の
篇
額
と
八
十
如
是
御
書
Ｖ
が
あ
る
。
篇
額
の
裏
に
は
心
性
院
日
遠
筆
の
由
緒
が
き
が
し
る
し
て
あ
る
。

這
の
額
は
本
阿
弥
光
悦
、
先
考
、
光
二
日
寿
、
先
批
、
妙
寿
日
量
、
離
苦
得
楽
の
良
縁
の
た
め
、
之
を
書
し
当
寺
に
寄
附
す
。
以
て

報
謝
に
備
ふ
る
者
也
（
原
漢
文
）

寛
永
第
三
丙
寅
孟
秋
如
意
珠
日
日
遠
花
押

京
兆
妙
覚
寺
二
十
四
代
日
允
上
人
伝

師
、
謀
は
日
允
。
字
は
玄
通
、
本
通
院
と
号
す
。
父
（
池
原
註
。
父
ハ
誤
ナ
リ
。
祖
父
ヵ
正
シ
）
は
本
阿
弥
光
悦
、
身
延
、
邇
公
の

門
人
也
。
中
村
談
林
玄
義
の
講
主
と
な
る
。
本
法
寺
十
八
代
の
主
と
な
り
、
中
山
輪
次
の
後
、
又
、
妙
覚
寺
二
十
四
代
の
主
と
な

る
。
父
（
祖
父
）
光
悦
、
筆
翰
の
術
有
り
。
身
延
山
通
本
橋
の
額
字
を
害
し
て
、
天
下
に
名
を
馳
す
。
師
も
亦
、
書
法
を
能
し
、
身

延
山
祈
祷
の
二
大
字
を
掲
げ
、
筆
力
神
妙
、
父
（
祖
父
）
子
分
ち
難
し
。
晩
に
隠
を
膳
峰
に
築
て
、
終
に
元
禄
五
年
壬
申
十
一
月
十

‐
六
日
滝
然
と
し
て
化
す
。
寿
七
十
四
。
門
に
人
多
し
。
後
略

Ｊ

光
由
は
元
禄
二
年
没
だ
か
ら
、
日
允
よ
り
三
年
前
に
世
を
去
っ
て
い
る
。
日
允
が
そ
の
三
年
後
に
七
十
四
才
だ
か
ら
、
光
由
も
七
十
余
”２

グ

才
か
、
あ
る
い
は
八
十
才
近
い
寿
命
を
保
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

日
允
の
項
を
抜
粋
す
る
と

図
に
示
し
た
よ
う
に
光
由
の
実
弟
が
宗
門
史
上
に
名
を
と
ど
め
た
本
通
院
日
允
で
あ
る
。
今
、
『
本
化
別
頭
統
記
』
に
記
載
し
て
あ
る

ロ
甲
州
と
光
悦
書
の
由
来



第
二
の
理
由
は
光
由
の
実
弟
へ
日
允
が
日
暹
の
弟
子
だ
っ
た
こ
と
が
、
甲
州
と
の
関
係
を
更
に
深
め
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
定
と
光

由
の
関
係
は
あ
る
い
は
日
允
を
通
し
て
生
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
逼
は
日
乾
が
鷹
峰
植
林
初
代
化
主
を
退
い
て
後
、
第
二
代
の
化

主
と
な
り
、
後
、
身
延
山
の
法
灯
を
継
い
て
い
る
。
こ
の
関
係
か
ら
承
て
光
悦
と
は
深
い
交
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ

う
い
っ
た
法
脈
、
人
脈
の
由
る
と
こ
ろ
が
、
光
悦
書
が
甲
州
に
も
た
ら
さ
れ
た
機
縁
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

世
）
、
ま
た
日
遠
の
弟
王

な
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

本
阿
弥
光
悦
と
そ
の
系
統
が
、
日
本
の
文
化
史
の
う
え
で
、
そ
の
名
の
よ
う
に
光
り
輝
く
芸
術
家
と
し
て
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
臘
峰
あ
た
り
は
、
今
日
も
光
悦
寺
を
中
心
に
、
本
阿
弥
家
一
統
の
集
団
居
住
地
域
と
し
て
注
目

さ
れ
、
そ
の
発
祥
に
つ
い
て
、
歴
史
的
意
味
が
種
為
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
近
頃
、
か
な
り
の
見
解
の
相
違

み
た
い
。

又
、
甲
斐
国
誌
、
八
十
七
巻
や
仏
寺
部
に
左
の
記
録
が
あ
る
。

○
箱
原
村
（
南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
）
長
見
山
、
本
能
寺
。
日
蓮
宗
身
延
末
、
大
虚
庵
光
悦
、
日
允
書
を
蔵
す
。

○
平
須
村
（
南
巨
摩
郡
）
、
正
徳
山
長
遠
寺
、
身
延
末
。
光
悦
、
日
要
ノ
書
額
ア
リ

こ
の
よ
う
に
、
光
悦
の
真
蹟
や
篇
額
が
現
存
、
あ
る
い
は
、
い
ま
は
散
逸
し
て
い
る
が
、
か
っ
て
は
あ
っ
た
こ
と
の
由
来
を
考
察
し
て

第
一
の
理
由
は
、
鷹
峰
檀
林
の
初
代
化
主
と
な
っ
た
寂
照
院
日
乾
（
身
延
山
廿
一
世
）
と
そ
の
法
弟
、
心
性
院
日
遠
（
身
延
山
廿
二

）
、
ま
た
日
遠
の
弟
子
、
顕
是
院
日
要
（
身
延
山
廿
四
世
）
、
智
見
院
日
暹
（
身
延
山
廿
六
代
）
と
光
悦
の
か
か
わ
り
が
、
そ
の
縁
と

目
光
悦
村
の
意
味
に
つ
い
て

〃
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が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
驚
峰
へ
の
集
団
結
集
は
芸
術
的
職
業
村
建
設
と
い
う
理
由
よ
り
、
む
し
ろ
、
日
蓮
宗
系
の
特
殊
な
事
情
が
要
因
で

は
な
い
か
、
と
い
う
推
論
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
阿
弥
一
族
と
上
層
町
衆
の
日
蓮
宗
分
裂
分
派
の
「
不
受
不
施
派
」
へ
の
法
党
結
束
が
要

因
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
案
外
、
こ
う
い
っ
た
考
え
が
一
部
の
文
化
界
に
芽
生
え
あ
る
や
に
承
う
け
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
某
誌
は
、
五
十
二
年
、
四
月
号
に
本
阿
弥
光
悦
特
集
号
を
編
集
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
加
藤
周
一
氏
は
「
光
悦
覚

書
」
、
秦
恒
平
氏
は
「
太
虚
の
光
悦
」
を
執
筆
、
左
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

：
加
藤
氏
は
ｌ
光
悦
の
孫
、
日
允
上
人
が
妙
覚
寺
（
か
っ
て
不
受
不
施
派
の
開
祖
、
日
奥
が
住
持
し
た
）
に
入
っ
て
い
る
か
か
わ
り
か
ら

み
て
、
本
阿
弥
一
族
は
不
受
不
施
派
に
共
感
を
も
ち
、
同
派
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
述
べ
、
続

う

け
て
、
但
し
、
こ
れ
は
ま
だ
仮
説
に
も
至
ら
ぬ
疑
問
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
さ
し
あ
た
り
私
に
は
調
査
す
る
時
間
も
な
く
、
一
つ
の
感
麺く

想
と
し
て
記
し
て
お
く
ｌ
と
こ
と
わ
っ
て
は
い
る
が
Ｉ
。

秦
氏
の
方
は
Ｉ
「
本
阿
弥
一
族
が
不
受
不
施
の
法
華
信
徒
で
あ
っ
た
こ
と
、
法
華
法
難
の
思
い
を
常
に
身
に
抱
い
て
い
た
一
族
法
党
だ

っ
た
こ
と
、
さ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
集
団
移
住
を
或
る
被
差
別
者
た
ち
が
手
を
取
り
身
を
捨
て
合
い
選
び
合
っ
た
〃
意
志
表
示
″
と
見
て
は

っ
た
こ
と
、
さ
れ
ば
こ
そ
、
》

は
た
し
て
、
光
悦
一
族
は
こ
の
よ
う
な
立
場
と
思
想
を
抱
い
て
い
た
の
か
？

こ
の
点
に
つ
い
て
、
私
は
そ
う
断
定
す
る
の
は
、
大
き
な
矛
盾
が
あ
り
、
誤
認
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
光
悦
一
族
が
不
受
不
施
派
で

は
な
い
か
、
と
の
考
え
が
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
根
拠
は
、
加
藤
氏
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
光
悦
の
孫
の
日
允
（
光
瑳
の
末
子
、
光

由
の
弟
）
が
不
受
不
施
派
の
開
祖
、
日
奥
上
人
が
、
か
っ
て
住
職
し
た
こ
と
の
あ
る
妙
覚
寺
へ
入
山
し
た
の
で
、
こ
の
こ
と
が
誤
解
の
因

ど
う
か
」
ｌ
と
述
べ
て
い
る
。

は
た
し
て
、
光
悦
一
族
は
芦



さ
て
、
本
阿
弥
の
日
允
は
、
先
述
の
別
頭
統
記
の
示
す
通
り
、
本
阿
弥
の
菩
提
寺
で
あ
る
京
の
本
山
、
本
法
寺
十
八
代
を
経
て
、
千
葉

中
山
、
大
本
山
、
法
華
経
寺
に
輪
番
制
入
山
を
し
、
そ
の
後
、
京
、
妙
覚
寺
廿
四
代
を
歴
世
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
本
問
題
に
関
す
る

重
要
な
鍵
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
日
允
は
妙
覚
寺
入
山
ま
え
、
法
華
経
寺
で
こ
の
問
題
に
か
か
わ
る
事
件
を
処
理
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
問
題
と
は
、
以
下
、
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。

日
允
が
法
華
経
寺
へ
入
山
し
た
こ
ろ
、
こ
の
寺
は
池
上
、
本
門
寺
日
樹
ら
と
提
携
、
不
受
不
施
義
に
強
く
傾
い
て
い
た
。
た
め
に
、
日

允
は
日
乾
、
日
遠
、
日
遁
と
は
か
り
、
「
不
受
不
施
義
」
を
「
受
不
施
義
」
の
立
場
か
ら
官
に
提
訴
、
公
場
対
決
を
し
、
遂
に
法
華
経
寺

か
ら
不
受
不
施
義
を
追
放
し
た
の
で
あ
る
。
日
允
は
こ
の
事
件
処
理
後
、
輪
番
年
次
を
終
え
、
京
洛
に
帰
り
、
本
山
、
妙
覚
寺
の
法
灯
を

継
承
し
た
の
だ
。
不
受
不
施
派
と
公
場
対
決
ま
で
し
た
日
允
が
妙
覚
寺
に
入
山
し
た
か
ら
と
て
、
不
受
不
施
派
で
あ
る
筈
は
な
い
。
本
化

を
守
り
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
本
阿
弥
家
と
耀
峰
檀
林
の
か
か
わ
り
を
述
べ
、
光
悦
村
の
宗
教
的
周
辺
を
う
か
が
っ
て
ゑ
る
こ
と
と
す
る
。

日
蓮
宗
の
有
力
檀
林
で
あ
る
鷹
峰
植
林
は
光
悦
の
嗣
子
、
光
瑳
が
創
始
発
願
主
と
な
り
、
寛
永
四
年
、
寂
照
院
日
乾
を
化
主
に
招
き
、

開
創
し
た
学
堂
で
あ
る
。
日
乾
は
鷹
峰
に
招
か
れ
る
ま
え
、
既
に
身
延
山
廿
一
世
の
法
灯
を
継
ぎ
、
法
弟
、
日
遠
（
身
延
廿
二
世
）
と
と

も
に
不
受
不
施
派
と
対
決
し
つ
づ
け
た
学
僧
で
あ
る
。
そ
の
日
乾
が
自
分
の
あ
と
、
鷹
峰
の
第
二
代
の
化
主
と
し
て
推
挙
し
た
の
が
、
光

悦
の
孫
の
日
允
の
師
僧
に
あ
た
る
智
見
院
日
通
で
あ
る
。
日
邇
も
ま
た
畷
峰
化
主
か
ら
転
じ
て
身
延
山
廿
六
代
の
法
灯
を
継
い
で
い
る
。

つ
ま
り
、
身
延
山
系
は
除
歴
処
分
を
う
け
た
日
唱
上
人
（
身
延
四
十
六
代
。
不
受
不
施
派
に
傾
く
）
を
除
い
て
は
八
受
不
施
Ｖ
の
立
場

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
日
允
自
身
の
宗
門
史
的
周
辺
を
探
渉
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
明
ら
か

に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
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仏
祖
統
記
に
左
の
記
峨
が
あ
る
。

元
和
中
、
寺
門
（
妙
覚
寺
）
は
か
ら
ず
も
異
端
日
奥
の
激
に
遭
う
。
身
延
、
日
乾
公
来
っ
て
之
を
掃
除
す

以
上
の
点
か
ら
ゑ
て
も
、
鷹
峰
、
本
阿
弥
村
は
、
宗
教
色
の
濃
い
芸
術
的
職
業
村
と
い
う
べ
き
で
、
特
に
被
圧
迫
宗
派
者
と
し
て
の
結

束
村
で
は
な
か
っ
た
、
‐
と
結
論
し
た
い
。

(2”）


